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東三河の食葉性コガネムシ (II)
＝逐に珍種オオヒラチャイコロガネを採集す＝

争者等は本紙12 • 13 号 (1975年 10 月）で東二

の食英性コガネムシ 69挿について報告したが，

その後の調査で新しく 5 種を確認することがで

きたので，ここに報告する。

これで当地方の食菓性コガネムシ類は74 種に

なる。

なお，追加種を発表するにあたり H 頃御指導

をいただく入平仁夫博—」•，山崎降弘氏，貞重な

標本を恵与された伴憲隆氏，小林裕和氏，また

棟本の同定に労をおとり下さった野村鎖氏に心

からお礼甲し上げる。

コフキコガネ亜科 Melolonthinae 

1) オオヒラチャイロコガネ

Sericania ohirai SA WADA (図， B)
日本ケ塚山， 9. V. 1976, 
本宮山， 6. ¥[. 1976，（伴氏採集） 12M, 1976 。

本種は 1954年 5 月 16 日に大平「．夫博ゴが三河

本宮山で採集された 1 o 2 ~の椋本をタイプと

して新種の記載がなされたものでその後，長野

県から 2 叫の採集例しかない珍種である。

長期閻，本種の生息や分布調査を行って来た

が，佃々得られず碁産地での生息が厄ぶまれて

いたが，今後の調査で確実に生息していること

が確認された。特筆すぺきは富山村の1::1本ケ塚

山で，基産地以外の遠隔地から得られたことは

分布的に非常に興味深い。

これで本宮山から奥三河地方ー帯に本種か分

布する可能性が十分考えられる。

2) オオタケチャイロコガネ

Sericania ohtakei SAWADA 

松野更ー・松野光恭

本宮山， 16.vI. 1976, 

本種はナエドコチャイロコガネに外観が極め

て類以しているが触角で区別できる。関東，中

部，近畿地方に生息しており本属中比較的広い

分布圏を持つ種類である。今度手持らの標本を

野村鎮氏に同定して碩いたところ上記以外の地

域で岡崎市の六所山（宕月氏採集）と猿投山（

伴 氏採集）に生息していることが判明した。

三河地方にも広く分布しているようである。

3) ルイスチャイロコガネ

Sericania lewisi ARROW 

本宮山， 6.vI. 1976, (伴氏採躾）

本種は一見したところツヤチャイロコガネに

類以しているが，体面ドが黒色で金屈光沢があ

り区別できる。本州（中部以北の山地）に分布

しており当地方では段戸山，茶臼山からの分布

が知られている。

スジコガネ亜科 Rutelinae 

4) タスムラスジコガネ

Mime/a takemurai SAWADA (図， C)

荼臼山， 3. 珊． 1976, (小林氏採集）

本種はヒメスジコガネと同様不規則な椒を有

するものと全然緞のない個体とがあり区別しに

くいが，本種は前，中腔節は普通銅緑色で中腿

節には白毛が牛えている。九州・四国には比較

的多く生息しているが本州では少ない種である。

当地方でも 20年程前に段戸山で記録されて以来，

一度も報告されていない。今年の 8 月に段戸 l 廿

と茶臼山へ野村鎮，小林裕和両氏に同行させて



1976年12月 (66) 三河の昆虫

頂く機会を得て2日間採集を共にした。 その後

に採集された本種を小林氏が恵与下さった。 珍
しい種なので， ここに発表させて頂く。

ハナムグリ亜科 Cetoniinae 

5)ムラサキツヤハナムグリ

Protaetia cataphracta ARROW (図， A)

豊橋ぽ 9. VI. 1976, 

本種は図鑑や各地の文献によると栗の花や各

で 嘗
常 、

澤 ，濾

箪

種の樹液に集まり， 生息域は山地と低山地にな
っている。 第者等も山地および低山地を重点的

に調森したが得られず， 今度偶然に平地の樹液
で採集することができた。 聞くところによると

木種は低山地から平地にかけて意外に多く生息
しているとのことである。 愛知県卜では未記録
のようであるが， 平地は採集の盲点になってお

り， 今後各地で注意して淵査すれば次第に採集
されるものと思う。
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岡崎市に産する3種の昆虫

大 平 仁 夫

1．ギフチョウ5月に採集する
岡崎周辺に発生するキフチ ョウは， 4月上旬

頃で， 中旬になると個体数が非常に少なくなる。

私は， 19761f 5月3日に岡崎市岩中町で採集さ

れた1雌個体（写真）を調ぺることができた。



三河の昆虫 1976年12月 (67)

これは， この地方から記録のある最もおそい発

生と思われるので， ここに記録しておく。 なお，

採集者は佐野鎮氏である。

2．マツムシモドキの産地
マッムシモドキは， 北降館の原色昆虫大図館

によると， 本州でも岐阜以西に産することにな

っているが， 私は岡崎市岡町の山林で本種を数

個体採集した。 その他， 藤川町の山林でも1976

年10月上旬頃に得ている。 本極は愛知県から未

知の種と思われるのでここに記録する。 岡崎周

辺の山林では， 9月卜旬から10月にかけてかな

り広い範囲に発生しているものと思われる。

3．アオマツムシの分布
アオマッムシは， 最近まで岡崎周辺にいるこ

とが知られていなかったが， 本年になってから

あちこらで嗚き声が曲かれるようになった。 岩

津地方では3年ほど前から嗚いていたそうであ

る。 現在分化を確認している地域は， 岡崎市街

地 一 帯， 岩沖町， 藤川町， 山中町で東限はよく

わからないが， 本宿町にもいる。 また， 辛田町

にも 一 部の地域にみられるということである。

本種がどうしてこのように急速に分布を拡げて

きたのか大変邸味のあることである。 皆様の地 

方での分布について注意していただきたいと思

う。

ギプチヨゥ［吾中町産）

県天然記念物ヒメタイコウチ

を岡崎市野烏の森で採集

浅 岡 孝 知

岡崎市大西町広表の野烏の森で， わき水の水

たまりの落ち葉からはい出した本種を1頭採集

したので報告する。

本種は生息が限定しており愛知県から兵庫県

にかけてとなっている。 同市内では， 中日新聞

5月14日付岡崎市米河町で発見報告されている

記事がみられるが， 分布的に他にも生息地が考

えられる。

採集口は1976年11月2日である。

段戸山で
工ゾハルゼミを採集する

松 野 更 一

1976年6月27日に大平仁夫博士と段戸山裏

谷の原生林で夜間採集を行った。 その際燈火に

飛来したエゾハルゼミを1頭採集したので， こ

こに報告する。

本種は日本全土に産し， 本州中部以南では山

地帯に見られる。 成虫は6月頃から出現し， ミ

ョ ー キン， ミ ョ ー キン， ケ ・ケ ・ ケ ……と独得

の声で嗚き7月には姿を消す。
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当地方では段戸山， 而ノ木峠など僅かに残っ

ているフナの原生林で細々と生怠している希少

種である。 今後開発が進み， これ以上原生林が

少なくなれば絶滅する恐れのある種類と思われ

る。

（子440 豊橋市花田町斉藤74)

Paracalais mortuus 
(J. Thomson, 1856) 

というコメッキムシについて
大 平 仁 夫

岐阜県岐南町八剣におられる飯田逸博氏が，

1976年7月12日に， 名古届市中区古渡町で燈

火に飛来していた大型のウパタマコメッキ（図）

を採集され， 私の所に牛きたまま送ってこられ

た。 これは， 図ホしたような体長40mmの雄個体

で， 日本から全く記録のない種なので色々と調

べた結采， この種はポルネオから知られている

種であることがわかった。 おそらく木材につい

て人ってきたものと思われるが， 飯田氏のお手

紙によると， この他にも3頭採巣されている由

であるから， いくら検疫の目をのがれて入った

ものにしても 一 寸異状ではないかと思われる。

この種は， その後シャ ー レの中で飼育を続けた

所， 11月27H頃に死亡した。 日本のウバタマコ

メッキは， 成虫で越年するので， これを含める 

とかなり長生きであるが， 活動していてこのよ

うに長生きの例は知らない。 寒くならなかった 

らもっと長生ぎをしたのかも知れない。 この種 

はホルネオ局だけに分布する熱帝性の種なので 

1::1本では冬は越せないものと思われる。 それに 

しても， このような大型の種が何匹も入ってく 

るのは， 検疫の不備もあるだろうが， 伺もかも 

大星に輸人して消貨している実態か， こんな所 

にも現われていることを示しているのだろう。

「マツノマダラカミキリ」

寸 感
鈴 木 友 之

近年豊栢市東部 ・一 帯では枯死する松が激増し

その防Ii'.． 策が講じられているが著効なく， 昨年

から最終手段ともいわれる， 股薬の窄巾散布が

行われています。 マツノザイセンチュウの辿び
屋マツノマダカラカミキリは， 松枯れの主犯と

して林業関係者からは目の敵とされ， 嫌われて

の空散ではあるが， その陰で犠牲となる他の昆

虫類の余りにも多いことは， 虫に親しむ者にと

っては悲しいことです。 空散の足非論は別とし

ても， 他に有効な方法はないものだろうか。 枯

拍木も伐到したままの未処即木が各所で見られ

るのはどうかと思います。 それらの未処理木を

若干拾集し， 家で成虫の羽化脱出までの観察記

録から， 脱出時期を表にしました。 姉われ者の

マツノマダラカミキリも， 飼育観察からは愛ら

しささえ党える昨今です。
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〈マツノマダラカミキリ成虫の脱出期〉


